
 
  

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道
は
、

地
域
と
行
政
が
連
携
し
て
「
美
し
い
景
観

づ
く
り
」
「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
「
魅

力
あ
る
観
光
空
間
づ
く
り
」
を
目
指
す
取

り
組
み
で
す
。 

現
在
、
全
道
で
１
１
ル
ー
ト
の
指
定
ル

ー
ト
と
３
つ
の
候
補
ル
ー
ト
が
あ
り
、
約

４
０
０
団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

                      

   

各
ル
ー
ト
で
は
、
道
路
の
花
植
え
や
清

掃
、
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
や
沿
道
景
観
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
地
域
お
勧
め
の
絶

景
ポ
イ
ン
ト
の
整
備
や
情
報
発
信
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
特
徴
あ
る
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

 

               

支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル
ー
ト
は
、
北
海
道

の
中
央
部
、
支
笏
湖
や
洞
爺
湖
、
有
珠
山
、

羊
蹄
山
な
ど
が
あ
る
支
笏
洞
爺
国
立
公
園

と
、
ニ
セ
コ
連
峰
な
ど
が
あ
る
ニ
セ
コ
積

丹
小
樽
海
岸
国
定
公
園
の
２
つ
の
国
立
・

国
定
公
園
を
走
る
ル
ー
ト
で
す
。 

日
本
を
代
表
す
る
自
然
と
景
観
に
出
会

え
る
こ
の
ル
ー
ト
は
、
３
つ
の
エ
リ
ア
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
ウ
ェ
ル
カ
ム
北
海
道
エ
リ
ア
』 

新
千
歳
空
港
か
ら
降
り
立
っ
た
来
訪
者

が
多
様
な
自
然
、
清
ら
か
な
水
、
広
が
り

の
あ
る
農
地
と
お
い
し
い
食
、
彩
り
美
し

い
庭
の
あ
る
街
並
み
な
ど
に
巡
り
会
う
こ

と
が
で
き
る
、
北
海
道
の
魅
力
を
は
じ
め

に
体
感
で
き
る
ル
ー
ト
で
す
。 

 

『
洞
爺
湖
エ
リ
ア
』 

四
季
折
々
に
美
し
い
表
情
を
見
せ
る
洞

爺
湖
と
今
な
お
噴
煙
を
上
げ
る
昭
和
新
山

を
は
じ
め
、
美
し
い
火
山
を
体
感
で
き
る

屋
根
の
な
い
博
物
館
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
ル
ー
ト
で
す
。 

 

『
ニ
セ
コ
羊
蹄
エ
リ
ア
』 

羊
蹄
山
の
あ
る
美
し
い
四
季
折
々
の
風

景
と
尻
別
川
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
を
体

験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
訪
れ
た
人
に
感
動

を
与
え
る
ル
ー
ト
で
す
。 

              

春
は
、
清
掃
活
動
や
花
植
活
動
な
ど
の

沿
道
景
観
の
保
全
活
動
、
夏
か
ら
秋
に
は

ル
ー
ト
が
誇
る
美
し
い
景
色
を
楽
し
む
シ

ー
ニ
ッ
ク
デ
ッ
キ
の
設
置
、
冬
は
３
つ
の

エ
リ
ア
が
連
携
し
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル

を
灯
す
『
シ
ー
ニ
ッ
ク
ナ
イ
ト
』
の
開
催

と
、
四
季
を
通
し
て
、
地
域
を
訪
れ
る
皆

様
を
も
て
な
す
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。 

是
非
、
皆
様
も
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
？ 

                 

   

 

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道 

支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル
ー
ト 

道
路
を
通
じ
て
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り 

２
つ
の
国
立
・
国
定
公
園
を
通
る
魅
力
的
な

ル
ー
ト
～
支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル
ー
ト 

支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル
ー
ト
の
取
り
組
み 

支笏洞爺ニセコルート図 
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